
第39 回大 会〕

５月31日（日）第VⅢ会場　 午前9 :30 ～11 : 45

食　 物　29

A 57　　 野撃t^ 呟'^ 汗〕謀理･^< 半うヒ,"夕5 ンC  奮-t  g ・' 7 スコIしじ"ン瞰 才子シor-  fe"

活性(フ,麿拓

島も痩せ 尺匁政:　　 丸羽 和3 ，

自的　 生野 撃･こ･ま匁くロ)ビ タミンC  い ゛T  V  C  t 略す) が含まれ ひ)%  .    い しヽ，4 ？･'

食r  る場合I-  も, 患冷や 切町 などり 調 埋禎作 乞伴 り 為 に ぴC 客量 が凌化 す3 もの と思オフれ

i  .   そ こで 本研呪-^'‘ま，I主食 用り鯛理i^ 童発を あヽ 影 新鮮 野 菜のV  C 含鬘.   貯戦 中や 凶 貯

水浸な とヽヽ ^洞理 に伴 クV  c 含 量とり変化 左絢 ぺだ,  5ft,  迩 年 利 用が層 しく増刄 していろサ

ラダ 用切町 野策のv  c 含 星 と アスコ ，レご ン酵 オ考シダーぜ 嗜屹 を刺 慰し, 考衆と加 之.た．

が^　 ＼･やt反(ｱ新鮮 野草a  びサラダ用 切孵野草 を試料 と. た，2. 拭料 £ io倍 曼,りな'A メ

タ リン唾 溶液t  珠n 磨砕 し，遠･o 分嶮z･ 上,希 乞得た．7,11.-ジニトD  7 エ ＝)レとド'ラジ こノ汰

に よ9  V  C  t  を遥り吏 し斥:，3.  -アス=ロレt ンヽ雌 オ？シダ ーど` (/4A0): 勧生:  i式料 左ま 元劃･り与

在r  z' n ン練緩衝･走'tL共,ゞ 瘤砕 し， 包アアダリ クスQ- －2らｱ）ヵ ラÅ れ琵しし7 鮭 鱒累液 を碍 だ．

V c 標準昶 ヒ芙K^ ぷ'cr 反応ﾛ‘ ちi<a3 7 。, の吸七友 旅よ り活桂・ 測地 した．

剱 衆　I. 野菜･j^p･t  I- よ') びc  1  #'貿な り， キ-≫ ベツ ざは球り 肉倒 より外側 篠ら　 しタ

スx- は初名葉 らf 例大領z ば 胚軸 よ') 3-すIS  / タヽ-z-･ま髄 よ ク皮／S に汐ヵヽ ，た．2. 哩.賞

詞葉野 策を ー直 明玲 即吟鳶 しt  もVC 量･3  ほと んど老化 しIS* ヽつた.    3.そヤ ベヽツ を峰 切 リ

I゙ しX 水･‘ 浸噴 するt,    徊* ヽ< 刻t-  ･・ ど,   浸膚時 間 が長 巾3  とヽ V C  蓼 佃゙減 タレた,     U.布賑

のサラダ 用切断 野聾の びc 量 は新鮮 野集K 比 で 細P くヽ 刎 ん^"販を び お る キャ ベ ツや人参

ご易 し＜煮 少 しZ  いPz  伊， 他 り呟野讐z‘ヽはあまり篤trrs  か ，た．-3; ら Å参-r･は酸 化蚤

V  a 伊ﾀｸ 炉・pi ，^.AA  o 洛舘を 測 定する･^ ち たり,  郷 果調喀浹 左^ 把 のよう･て改 貧しｙ

V  C の非酵 条的 醇 化 巨少 なく した． Å参 乙-/t 切町･て件い ノ冷O  冶柱 ダ 著 しヾ増メこした．

A 58 ホウしンソウのお処迎におir るビタふンC 含量におよほヽ す食塩添加<Pi 影響

桐丘短大食物　　　 関崎優子o 栄　05博 一橋本まさ｝ 関４ 仁

日㈲ 調理帚 糾ﾌ)茄ぽ　 沸騰水にて食＆を加熱レ 相織の軟化と不昧成介の除 去を目的

とレr  u･る。し力､レ 野篆を箱ると組織力う ビタふvc  c奴 力ヾ容易に溶出し、こめ場合vc

Iま低濃度抜柿7 叩ヽ 榔され引Ξ必達や 訓こみ解さり1 る。この紅横をは野茉組織の硬軟に影看

され。tic 較的組織の柔軟な葉肇煥7"顕着?  あ るこt  耀衆告こy-れ?'いる。一方。ご此ら･7･野

条 にあヽ ･アS  VC損出ぼ食塩､!)存壮7り印聊けin,  こ 粕ま一郭の高等植物中に分布 す3  んc岫b九

＆'idase 活桂 琲ぽによリ声曽? れること　決?  ロぼ租織の浸透目 こ関連し?  い§r  と瑶どか

示唆 訓 けII  る。本実験でヽは、水浸加熱剱理(匈 中にお･する食塩添m によ3  匯礼残存性を

検計すl ?5め　 ホウレンソウ 刻^ マの条件で木浸加勢レで浸盈圧およひ比を測定しT=｡

方法　巾試料: 栃木産( 豊蕎種タ種のホウレ ンソウを収獲捷直方に実験にｲ矢刎 レた。

匂叶照区： 一定量 め滞騰衣に試料岑粉 入レ 秘許的 に試料娘 戦中の比ちin定した。

0)食戯添7P区： 各種濃寓の食塩本､c 卸^～i.oo．i．り に7  ■ 賛照E  t 同様塔壽作を行な。だ。
唄浸澄臣： 抑形質例

1レじン瞳き測定し7Ξ。　 ㈲統計処 理: t 一検定によ。征。

積果　試料を末のみ7'然 処理しだ奸剽

? 禾し但(P<O.OI)。 食塩添加区にお いてもvc の経｡吽的減デボヽ娑められたび、 その減少辛iま

廿s§区より低 か、た、また食塩添加K  ? Iぷ. 食塩添加t により組織中のびt残有半 に相 異が

示さ‘ れ、ざいこ城m- の浸透E ヒに関連性が紡められた。 それ故、茄汁への一定!: の食塩添

JID ＼訂C  残有辛を高める効果を肩 す３ことが示唆 さ札だ。


